
昭和（戦前・中）の女性文学



女性作家の四つのピーク

①1896-1897 日清戦争後

②1906-1916 日露戦争後

③1927-1929 関東大震災後

④1938-1939 日中戦争開戦後

＊文学場の再編時

＊女性作家の存在と認知にタイムラグも



1905

1916

1920-1988

1917-2008

中流階層女性読者



吉屋信子『花物語』1916-1926

初夏のゆうべ。七人の美しい同じ年頃の少女がある邸の洋館の一室に集うて、なつか
しい物語のふけりました。（「鈴蘭」冒頭）

少女たちの読者共同体



③関東大震災後

• ささきふさ
• 尾崎翠
• 高群逸枝
• 若杉鳥子
• 林芙美子
• 平林たい子
• 上田文子

• 窪川（佐多）稲子
• 中本たか子
• 中条（宮本）百合子
• 松田解子



OGAWA
『コレクション・モダン都市文化 第48巻 恋愛』 ゆまに書房、2009



『女人芸術』
『女人芸術』表紙

◉第2巻 1929年1月－12月

◉第1巻…1928年7月－12月
◉第2巻…1929年1月－12月
◉第3巻…1930年1月－12月
◉第4巻…1931年1月－12月
◉第5巻…1932年1月－6月

◉第1巻 1928年7月－12月

◉第3巻 1930年1月－12月

◉第4巻 1931年1月－12月

◉第5巻 1932年1月－6月



コロンタイ（1872-1952）は、ロシアの女性革命家、外交官。女性解放論も多く著した。革命に生きる女性
の性の自由を書いた小説は、世界的に反響を呼んだ。日本でも、とくに「三代の恋」（『恋愛の道』所収）
を中心にして議論が沸騰した。『女人芸術』にも「「恋愛の道」各人各語側聞記」（1-1）をはじめとして、話
題となっている。また中島幸子訳『偉大な恋』は『女人芸術』第３巻第１号〜３号に連載された。

世界社、1928世界社、1927
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明治後期の活躍

↓さびれる
潮の満ちてくるやうな勢ひ

女流文壇の全体的傾＝左傾

1930.11.5『朝日新聞』







④日中戦争
開戦後
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芸術派／素材派

新人ではない
十年一日

只管文学の世界に沈殿、没頭



文学場における「女性作家」

a. 市場の論理＝再編時の〈充填〉
b. 「文学」の価値＝〈補強〉
②自然主義／家庭小説

③プロレタリア文学／ブルジョア文学

④芸術派／素材派

c. 「女性らしさ」との交渉
d. 「批評」のジェンダー



c. 「女性らしさ」との交渉①

雑報「女性詩人」『帝国文学』9、1895.9
• 近年、小金井喜美子、花圃女史、若松賤子、一葉女史、
薄氷女史等多少の女性詩人を輩出して、稍巾幗者流の為
に気焔を吐くに似たり。然れども、余輩の信ずるところを有
体に言はしべば、最も厳密なる意義に謂ふ詩人なるもの
には女性は決して適当なるものにあらず。

雑報「小説家としての女性」『帝国文学』2-2、1896.2
• 小説家としての女性のヤゝ成功したる蹟あるは何の故ぞ。
他なし、単にハアトの事、是れ畢竟女史の整理し得らるべ
き適当のものなれば也。

＊女性作家＝〈女性らしさ＝ハアトの事〉 ゆえに否定



c. 「女性らしさ」との交渉②
片山孤村「女性と芸術」『最近独文学の研究』1909
少なくとも芸術に於ては女子が男子を凌駕する事が出来る
と云ふ俗説の成立たぬ事は明白で有るだらうと思ふ。……此
等の婦人は世の普通の婦人で無くて、彼等よりも多量な男
性的部分を有した女性である。其男子的事業を成し得たの
も、怪しむべき事では無い。

青柳有美「女流文学者」『世界の新しいふらんす女』1913
体力労働が女の健康や気分を害するやうに、文筆労働も又
著しく女の性情を害するものらしく、文筆に親しむ女に限り、
女らしき処が無く、全然男性化してしまつてるのが常だ。巴
里の女流文学者を日本に伴れて来たら、青鞜同人等と同様、
吉原へ女郎買にでも出かけさうな連中ばかりだ。

＊女流文学者＝女性らしくない＝男性化



c. 「女性らしさ」との交渉③
広津和郎、最近の女流作家（三）、朝日新聞1929.3.29
• 虐げられたものの真剣さが、無産階級のぼつ興を促しつつあると
同様に、今まで男子によつて虐げられてゐた婦人達の真剣さが、
婦人の進出を、ほんたうに開始させたのだといつていゝと思ふ。／
この文でこゝ十年も経つたならきつと創作ばかりでなく、他のあら
ゆる方面において、男性に型を並べるやうな婦人達が、続々とし
て現れてくると思ふ。ーー益日光を女性の上に興へよ。

無署名、文壇昨今女群も赤い、朝日新聞1930.11.05
• 一九三〇年中期から、漸く女流文壇が回れ左をはじめた、やはり
女は男より一歩おくれてゐるなどといつたらしかられるか。

＊女性文学者：女性という「階級」



c. 「女性らしさ」との交渉④
窪川鶴次郎「女流作家論」『日本読書新聞』1939
• 婦人作家の活動が目立つて来たといふことゝ、婦人作家の活動そのもの
が旺盛になつて来てゐるといふことは、その間に多少意味の相違があ
る。そして今日婦人作家が問題にされるやうになつた事情は、婦人作家
の活動そのものが旺盛になつて来たためよりも、むしろその活動が衆目
を惹くやうになつたからではなからうか。

武田麟太郎、『特異なる風格、朝日新聞、1939.6.30
• 一言にして云へば、小説が圧倒的な現実に負けて、作家的な余裕を持ち
得なくなつて来たからであらうが、結果の一つとして、巧みとか味のない
素人臭い作家が支配的になつて来ていることなぞ、見逃せない。（略）こ
の間にあつて、女性作家は小説の内なる香気に固執してゐる。しかも、
文学の流行とは妥協しないで、各自の個性を基底として譲らないこと、何
か女心の狭隘ささへ感じさせる。

＊女性＝従来の文学的価値・芸術派←→文学の新状況・素材派



d. 批評とジェンダー
平林たい子「婦人作家よ、娼婦よ」『文芸戦線』1925.9
• 「女である、女にしては……」この二つの相言葉によつて、
男性中心の、ブルジヨア文壇は、彼女たちを、娼婦を迎え
る如く、双手をあげて歓迎した。……女性等よ、目覚めよ、
彼女等を追放せよ。／新しい時代は、「人間」としての我等
女性を要求しているのだ。

神近市子、印象に残つた女流作家・作品（一）、1932.12.13
• 特に婦人作家のものをとりあげたのは、男の作家にはそ
れ／＼友達とか先輩とかあつて批評がしてもらへるのに、
女の作家達には、なか／＼さうした機会がない。

＊③期＝女性批評家輩出 批評のジェンダー性が指摘



「女流作家」の出現を
可能にするもの

a. 師弟制度→懸賞／文学賞受賞
②田村俊子『あきらめ』朝日新聞

④中里恒子『乗合馬車』芥川賞

b. 雑誌という媒体
②『女子文壇』『青鞜』

③『女人芸術』

c. 質の変化：周縁へ拡大
①閨秀

②地方

③階級

④既存作家の再評価



戦時と女性文学

林芙美子、1938.12 吉屋信子、1937.11林芙美子、1939.1





まとめ

文学場における女性作家

• マイノリティとしての配置
Cf. セジウィック：アイデンティティの普遍化／マイノリティ化

• 配置の論理の歴史性・複数性
• 女性作家の場所の獲得・拡大の過程

• 戦後 「女流作家」→「女性作家」


